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高齢者への介入研究の動向と課題 高齢者に対して行われている介入研究について、先行研究の動向
を分析し、高齢者に対して行う介入研究が有する課題について総
合的に分析する。

看護介入計画の立案② 看護介入計画を先行研究とともにレポートとして提出できるよう
完成させる。

実践の場における看護介入② 立案した看護介入計画を実践の場に用いた具体例について、介入
方法をどのように実践したかを詳細に提示し検討する。

看護介入の分析・評価② 看護介入計画に基づき実施した看護について、先行研究を用いて
評価する。

実践の場における看護介入① 立案した看護介入計画を実践の場に用いる際の具体例を発表し、
介入の留意点等を検討する。

看護介入の分析・評価① 看護介入計画に基づき実施した看護について、先行研究を用いて
分析する。

高齢者への看護介入からみた高齢者看護の
独自性

高齢者への看護介入を通して考察した老年看護の役割および独自
性について検討し、レポートとして提出する。

看護介入の成果と課題① 実施した看護介入の成果を明確化し、さらに今後の課題について
検討する。

看護介入の成果と課題② 看護介入計画の立案と実施についてプレゼンテーションを行い、
自己の学びと課題を明確化する。

看護介入計画の立案① 看護介入計画の立案において、高齢者にとっての健康課題を明確
化する。その際、根拠となる先行研究を検討する。

高齢者への看護介入の特徴① 高齢者にとっての健康課題とは何か、健康課題を支えるための看
護介入はどのように行う必要があるかについて考察する。

高齢者への看護介入の特徴③ 高齢者の健康課題を支えるための看護介入について、臨床での実
践例を発表し、より効果的な看護介入のあり方について検討す
る。

老年看護の実践の場② 医療機関、福祉施設、地域における老年看護の実践に関わる多職
種の連携や、地域包括ケアシステムについて考察する。
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主体的・積極的に参加することを期待します。

特に指定しません。

高齢者への看護介入の特徴② 高齢者の健康課題を支えるための看護介入を実践する際の留意点
について考察する。
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老年看護の実践の場① 医療機関、福祉施設、地域における老年看護の現状と再確認し、
今後の課題について考察する。

Ebersole P., Hess P. et al(2015):Toward Healthy Aging: Human needs & nursing response.9th ed, Mosby.

教科書

ライブ
配信

教員への連絡方法
(メールアドレス)

遠隔授業

学習項目 学習内容
主担当
教　員

参考書等

健康な高齢者への看護介入と、健康障害をもつ高齢者への看護介入について探究する。また、看護介入の実施についてプレゼン
テーションを行い課題を検討することにより、高齢者への看護介入からみた老年看護の独自性について考える機会とする。

プレゼンテーション40％、レポート40％、演習に取り組む姿勢20％

1．老年看護の実践の場の特徴について説明できる。
2．高齢者への看護介入の特徴について説明できる。
3．自己のテーマを設定し、看護介入の実践について計画を立案することができる。
4．看護介入の結果を発表し、分析の上、課題を述べることができる。
5．看護介入を通して、老年看護の独自性について自己の見解を述べることができる。
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３.地域の特性や変化する社会のニーズを的確に捉え、看護学教育および実践看護学に関する課題を追及していける研
究能力を身につけている。

１．多様化・複雑化・高度化する看護ニーズを的確に捉え、看護の特定領域における高度な看護実践能力や総合的な
調整能力を身につけている。
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